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～タイ総選挙 2023～ 

 こんにちは。鳥取県東南アジアビューローの辻です。 

 3 月 20 日、タイのプラユット首相は下院（定数 500）を解散し、5 月 14 日に選挙が

行われることになりました。2019 年に行われた前回の選挙から 4 年ぶりの選挙となり

ますが、前回は 2014 年にクーデターによって政権を握ったプラユット派が多数派を

占め、軍政の色を強く残した選挙結果となりました。果たして今回はどのような結果

になるのでしょうか。今回は 5月 14 日に行われるタイの総選挙についてお伝えしま

す。 

 

【今回の選挙に至る道のり】 

 タイでは 2000 年代中頃から政治的に大きな分断が続いていました。2001 年に首相

に就任したタクシン元首相を支持するタクシン派（赤服）と、タクシン政権の地方優

遇政策に反発する反タクシン派（黄色服）の対立です。 

 

 タクシン元首相は国内の経済的格差解消を唱えて、地方の農村

部に手厚い振興支援策を次々と実施し、人口の多くを占める地方

の低所得層から熱狂的な支持を集めました。選挙でも勝ち続けた

タクシン元首相に対し、バンコクのエリート層や従来の既得権益

層、旧支配者層が反発するようになり、2006 年に自らの権力を奪

われることを懸念した軍部にクーデターを起こされ、失脚しまし

た。タクシン派は 2011 年に行われた総選挙に勝利し、タクシン元

首相の妹であるインラック氏が首相に就任しましたが、2014 年に

再びクーデターにより軍事政権となります。この時に暫定首相に

就任したのが今のプラユット首相です。 

  

赤服（タクシン派） 

票田：北部、東北部 

支持者：低所得者 

反軍政 

選挙民主主義支持 

黄色服（反タクシン派） 

票田：都市部、南部 

支持者：富裕層、既得権益層 

軍政容認 

クーデター容認 

× 
激しい対立 

インラック前首相 
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 プラユット軍事政権は当初 1 年以内の民政復帰を掲げて

いましたが、2019 年まで軍政は続きました。その間、軍事

政権は新憲法を公布し、憲法改正手続きを厳格化したう

え、大政党の成立を難しくする選挙制度や軍事政権に有利

な首相指名制度を制定しました。そして 2019 年の民政復

帰後行われた総選挙においても、プラユット首相が引き続

き首相に指名され、今年まで続く長期政権となっていまし

た。 

 

 

【選挙の見通し】 

 2014 年から 9年間政権を運営してきたプラユッ

ト政権ですが、政権の座に居座り続ける強引な手

法や、コロナ対策の不手際などから政権に対する

国民の不満が高まり、また連立政権内部でも閣僚

人事を巡って軋轢が生まれているなど、政権の足

元が大きく揺らいでいます。昨年 5 月に行われた

バンコク都議会議員選挙でも、タクシン派の流れ

をくむタイ貢献党と反プラユット体制を掲げる前

進党の 2 つの野党で過半数の議席を獲得するな

ど、野党にとって追い風が吹いています。 

 タイ国家開発管理研究所（NIDA）が行った次期総選挙の投票先の調査によると、与党第 1

党のタイ貢献党が 5 割近くにのぼり、次期首相適任者の調査でもタクシン元首相の娘である

ペートンタン氏（タイ貢献党）が最も支持を集める結果となり、現与党が議席を大幅に減ら

すことは不可避と見られています。今回の総選挙で野党が勝利した場合でも、首相指名には

上院（軍による任命）も加わるため、すぐには政権交代とならない可能性が大きいですが、

来年 5月以降は下院議員のみで首相選出が可能となるため、そのタイミングで政権が交代す

るものとみられています。 

 選挙により政権が選ばれることは、民主国家であるタイにとって健全なことで喜ばしいで

すが、本稿でも述べた通り、タイでは選挙で選ばれた政権がクーデターにより度々追放され

てきた歴史があります。事前の調査通りにタイ貢献党が勝利した場合、タクシン政権時のよ

うな数の力による強権的な政治運営に回帰すると、再び選挙とクーデターの悪循環に陥るこ

とも危惧されています。大変難しいことではありますが、今後は段階的に政治体制改革が進

み、安定した国家運営が実現されることを期待したいです。  

プラユット首相 

道路沿いに並ぶ各政党のポスター 
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【鳥取県東南アジアビューローの運営法人（鳥取県より業務委託）】 

■アジア・アライアンス・パートナー・ジャパン株式会社 http://www.aapjp.com/index.html 

タイを中心に、ベトナム・インドネシア・インド・メキシコにて主に日系中堅・中小企業様の海外進出や進出

後の会計税務法務を中心とした運営支援業務を行っております。 

 

【免責事項】 

■情報の掲載内容には万全を期しておりますが、その正確性、完全性、有用性、適用性についていかなる保証

も行いません。また、その利用により生じた被害や損害に関して一切の責任を負いません。

鳥取県東南アジアビューロー Tottori-Southeast Asia Trade and Tourism Bureau 

担当：辻 三朗 Saburo Tsuji 

Address :1 VASU 1 Building, 12 FL., Room 1202/C, Soi Sukhumvit 25, Sukhumvit Rd., 

  Klongtoey-Nua,Wattana,Bangkok 10110 

Tel : +66-(0)-2-260-1057 

Mobile : +66-(0)-86-358-7298 

Mail : tottori@aapth.com 
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ワンページタイ経済 

項目 単位 2020 2021 2022 2023 

GDP 成長率  
前年比べ

（％） 
-6.2 1.8 3.1 

2.7 

（22 年） 

人口* 千人 68,152 68,161 69,906 
69,922 

（22 年） 

労働者の数* 千人 39,451 38,631 40,089 
40,143 

（22 年） 

失業率** ％ 1.62 1.94 1.38 
1.32 

（22 年） 

最低賃金* バンコク バーツ／日 331 331 353 353 

      チョンブリー  336 336 354 354 

      アユタヤー  
325 325 343 343 

      ラヨーン  
335 335 354 354 

賃金：全国製造業の平均 バーツ 13,562 13,506 14,257 
14,305 

（22 年） 

インフレ率** 
前年比べ 

（％） 
-0.84 1.24 6.08 

6.00 

（1 月） 

中央銀行政策金利* ％ 0.50 0.50 1.25 
1.50 

（1 月） 

普通貯金率** ％ 0.31 0.25 0.28 
0.38 

（1 月） 

ローン金利(MLR) ** ％ 5.60 5.42 5.50 
6.36 

（1 月） 

SET 指数* 1975 年：100 1,449.35 1,657.62 1,668.66 
1,622.35 

（2 月） 

バーツ／100 円** バーツ 29.33 29.15 26.78 
26.78 

（22 年） 

バーツ／米ドル** バーツ 31.29 31.98 35.06 
35.06 

（22 年） 

円／米ドル** 円 106.8 109.8 131.38 
132.68 

（2 月） 

車販売台数（1月からの累

計） 
台数 779,857 736,716 856,057 

856,057 

（22 年） 

BOI 認可プロジェクト 件数 1,501 1,572 1,554 
1,554 

（22 年） 

BOI 認可プロジェクト金額 10 億バーツ 361.41 511.9 618.62 
618.62 

（22 年 12 月） 

*期末、**平均 

 


